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会長挨拶

司会：岡　良森君　指揮：山口辰哉君

内田君、遠藤君、大房君、小島君、根津君、兵藤君、宮澤君、

山口（雅）君、山田君、米山君、渡邊君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

２８/３６　 　　　　７７．７８%　　　　３５/３６　　 　　　９７．２２%

２５/３６　　 　　　６９．４４%　　　　　　　　  　　　　　３７名

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

国際奉仕委員会

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ
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①市長を囲む会　12月4日（木）18：30　レストランＪＵＮ

②３大事業の見直し

　１．3年後の手紙

　２．タイ放置自転車

　３．大槌町への寄付

③ハンドベルの件

　

第５回理事役員会報告

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

　先週の例会は休会でしたので、今日は11月15日～16日

に行われた第2620地区2014～2015年度地区大会の報告

をさせて頂きます。

　15日は、会長、地区委員長会議が13:30から開会点鐘で

始まりＲＩ森島庸(つね)吉(よし)会長代理の話しがありました。

「ﾛｰﾀﾘに輝きを」について、ﾛｰﾀﾘｰが輝くためには、まず

身近な所から私たち会員同士が自分を磨きあげ魅力ある

ｸﾗﾌﾞ創りから仲間の会員を増やし、例会を人生の道場と

心得、卒業のない生涯学級として学びを教えられますこと

は、言うまでもなくご当地が育んだ米山梅吉先生の教えと

云っています。では、私たちは何故ﾛｰﾀﾘｰを続けている

のでしょうか。それは、ﾛｰﾀﾘｰが楽しいからであり、人生や

仕事の役にたつからではないでしょうか、ﾛｰﾀﾘｰは一人ひ

とりが思いやりの心をもって「他人の立場にたって物を考え、

他にお役に立つ」ような行動をしょうとする善意に満ちた人々

の集まりで、人はそれぞれの立場があり、意見が異なるの

は当たり前で、ﾛｰﾀﾘｰは多様性、相互理解、寛容の心で

違いを認めあう事を学ぶ場でもあり、ﾛｰﾀﾘｰに溶け込み、

親睦の輪を広げ、終生の友とめぐり合いあい、深めることは

楽しい限りで、人生の学校には卒業は無い、健康が許す

限りﾛｰﾀﾘｰを辞めず、ﾛｰﾀﾘｰを輝かせましょう。また、16

日は本会議点鐘で始まりﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ通り進められ12:30閉会

点鐘その後例年では昼食を挟んで、午後から後援会、懇

親会となり終了でしたが、今年の大会は昼食がなく14;00か

ら始まる懇親会までの間はｼﾞｬｽﾞ演奏、ﾍﾞﾘｰﾀﾞﾝｽ、大道

芸などがあり大懇親会が行われて閉会となりました。交流

会の間にｸﾗﾌﾞ研修ﾘｰﾀﾞｰｾﾐﾅｰが同時に開催され鈴木

政則君が出席され内容については、例会内で報告がある

と思います。次年度以降は、ｸﾗﾌﾞ研修ﾘｰﾀﾞｰはｸﾗﾌﾞの副

会長に兼務してもらうのが良いのではないかというような意

見もあったようです。私を含めて10名で参加しましたが皆さ

ん早朝から反省会まで一日ご苦労さまでした。

　また、23日、24日のタイ放置自転車贈呈については、国

際奉仕委員長から報告があると思います。参加された

ｸﾗﾌﾞの皆さん、河口湖ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの皆さん大変ご苦

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事報告
ゴルフ同好会

大原理沙さん（山口（辰）君のゲスト）

会員誕生日

入会記念日

幹事　小林　勝君

山本良一君：新年度スタートです。新米の山本と加藤幹

事ですので間違いが多々あると思います。よろしくお願い

いたします。

米山晴敏君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。頑張って下さい。

兼子悦三君：今日から山本年度、また、今年は創立25周

年の年でもあり、忙しいと思いますが、頑張って下さい。

片野誠一君：新年度も宜しくお願いいたします。

中村　徹君：山本、加藤年度が始まりました。創立25周年

記念式典に向け、1年間よろしくお願いします。頑張って

下さい。

太田政人君：山本新会長、いよいよスタートしましたね。1

年もたてば今の私の心境になれます。ガンバッテ下さい。

矢岸貞夫君：いよいよ今日から新年度が始まります。山本

会長、加藤幹事、頑張って下さい。会員全員で応援します。

宮澤正昭君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

いします。

石井邦夫君：山本会長、加藤幹事、本日より一年間頑張

って下さい。期待しております。

杉山　隆君：新年度スタートです。1年間よろしくお願いい

たします。

石井和郎君：山本会長、加藤幹事、一年間よろしくお願

い致します。

久保栄子君：山本会長、加藤幹事、皆様、本年度もよろ

しくお願い致します。

服部光弥君：新年度、初心にもどり気持ちを改めがんばり

ます。山本年度こそは赤タスキと念じていましたが・・。や

っぱり青タスキでした。岡さん、小島君、赤がとってもおに

スマイルボックス

１．

１１月28日　 久保栄子君会員誕生日

会員誕生日

山本良一君：先週の新会員歓迎会出席できませんでした。

希望に燃えた新入会員の皆様よろしく。また、ロータリーを

楽しんでください。

山田定男君：男性の価値観、女性の価値観、皆さんがん

ばりましょう！

宮澤正昭君：ホーム例会欠席が多くてすいません。

山口雅弘君：台風19号ヴォンフォン（スズメバチ）が13～

14日にかけ本州を縦断しそうです。現在中心付近の気圧

は915ヘクトパスカル、風速75メートルとスーパー台風で、

警戒が必要です。室戸台風　中心気圧911ヘクトパスカル

　最大風速60メートル、伊勢湾台風　中心気圧895ヘクト

パスカル　最大風速75メートル、狩野川台風　中心気圧

877ヘクトパスカル　最大風速75メートルと、過去の超大型

台風と同格です。先週の18号では、弊社のお客様の車2

台がかんすいしました。皆様の高級車も高台で風の影響

の少ないところに避難されたほうがよいでしょう。火災保険、

車両保険に万一ご加入されていない場合、本日、明日中

のご加入をお勧めします。お役立ちの為に損害保険会社

関連は給与・手数料・経費等、支出の大幅削減は避けら

れませんが、皆様からの保険料のＵＰもあるかもしれません。

遠藤修弘君：すいません、本日早退させていただきます。

スマイルボックス

今日の料理

　こんにちは、今日はゴミ減量に

ついて話します。

　10月は3Ｒ推進月間ということを

ご存知ですか？3Ｒとはﾘﾃﾞｭｰｽ（減

らす）・ﾘﾕｰｽ（再利用する）・

ﾘｻｲｸﾙ（再生資源にする）による

ゴミ減量の取り組みの事です。

労さまでした。この放置自転車の事業は我がｸﾗﾌﾞの柱で

もありますが、まだまだ自転車が足りず、子供たちの為に

も続けてやりたいと思います。

どうぞ、宜しくお願いいたします。

今日の料理



ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告
国際奉仕委員会

卓話

兵藤弘昭君

　チェンマイからバンコクへの便は4時以降にして欲しいと

のことです。16：10と17：30にありますが、再確認します。

現在までの決定事項

○チェンマイのホテルはスリウォンが手配

○チェンマイ空港～ホテルはホテルのバスを利用

○チェンマイのホテルロビーに１６：３０に集合し、現地手配

の車にて領事館へ移動

○贈呈式会場は市内ではあるが現在最終の決定に至っ

ていない。

早急に確認したいこと

◎参加者の情報18日例会一時締切（＊お尋ね事項全て

。自己判断で省略は勘弁してください）

◎昨日の例会で参加に○をいただいた方も書類をご提

出いただくまで確定されておりません。（不参加となってお

ります）

＊参加者が確定次第、飛行機の便を決めてまいります。

幹事　石井司人君

ＳＡＡ委員会

出席委員会

　広報委員会の役割は、クラブの活動や奉仕活動を一

般の方々に知っていただくことです。その手段として、新

聞やテレビといったマス媒体を利用したいと思います。結

果として会員増強につながればよいと思います。

　週報、ＨＰについては予算内で充実を図っていきたいと

思います。

委員長　米山晴敏君広報委員会

大原里沙さん（三島信用金庫法人サポート課）

今日の料理

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

「5歳未満の子供たちの5人に一人が汚染された水を

飲んで死亡している」。これが世界の現実です。しかも

飲み水を汲みに行くために、毎年世界で約400億時間

が費やされ、その作業は主に女性と子供たちが担って

います。

アフリカのガーナでは、人口の20パーセントに当たる

約500万人が、汚染された水を使っていると推定され、

その結果、多くの人びとがさまざまな病気の危険にさら

されています。

ロータリー会員、マーティー・ハタラさん（米国アラバマ

州、ボアズ・ロータリークラブ）は、2010年に初めてガー

ナを訪れ、孤児院でボランティア活動に参加した時、

地域の人びとがきれいな水を求めて苦労している様

子を目の当たりにしました。「場合によっては、11キロも

歩いて水を汲みに行かなければならなかった 」と振り

返ります 。

ハタラさんのこの経験について知り、ボアズ・ロータリー

クラブと、同じ州にあるアラバスターペラム・ロータリー

クラブの会員が立ち上がりました。ロータリー会員たち

はガーナのボルタ地域の村、アフラオで、飲み水用の

井戸を掘り、村人が長い時間をかけずに、近くできれ

いな水を汲めるようにしたのです。これで、村の母親と

子供たちが水汲みに苦労する必要がなくなりました。

ハタラさんはその後、地元の人に別の地域に案内して

もらいました。アフラオと違い、その地域には地表に水

源がありました。ロータリー会員たちは、その水源から9

つの村まで送水管を敷き、市場、寄宿舎、学校、養鶏

場など主要な施設で水が使えるようにしました。ハタラ

さんはその際、水道と下水管理の専門家、アラバスタ

ーペラム・クラブのクレイグ・ソレンセンさんの力を借り、

地元の人びとにもこのプロジェクトの進行状態を常に

知らせ、実際に参加してもらいました。当初6つの村ま

で敷くはずだった送水管を9つの村に延長できたのも、

地域のリーダーの紹介で、地元の労働力を確保でき

たからです。このプロジェクトは去る3月に完了しました。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

ガーナの村にきれいな水を

せせらぎ三島ロータリークラブ

2014年度　タイ放置自転車贈呈事業について

１．概要

　　催 事 名：第103回　タイ放置自転車贈呈式典

　　開催日時：2014年11月24日　10：00～11：00

　　会　　場：Chiang mai international Convention and 

　　　　　　　　Exhibition Center

 　 参 加 者：在チェンマイ日本国総領事　藤井昭彦氏、

　　　　　　　　チェンマイ県副知事、タイ国内学校の生徒、 

　　　　　　　　せせらぎ三島ＲＣ（17名）、河口湖ＲＣ（10名）、

　　　　　　　　バンコクスリウォンＲＣ、チェンマイ北ＲＣ

　　贈呈自転車数：450台（2003年開始時より当クラブから

　　　　　　　　累計5,400台）

２．事業紹介

　2014年11月24日、せせらぎ三島ロータリークラブ（以下

せせらぎ三島）はタイ国チェンマイ県にて、第103回タイ放

置自転車贈呈式典に参加した。当日は晴天に恵まれ、南

国の暖かい気候の中、「タイ国の子供達に日本の放置自

転車450台を寄贈した」とせせらぎ三島の矢岸貞夫会長よ

り挨拶ならびに報告があった。式典には在チェンマイ日本

国総領事の藤井昭彦氏とチェンマイ県副知事も出席し、

挨拶の中で「このプロジェクトは素晴らしい」「学校に行くま

でが便利になった」と感謝の言葉が述べられた。

　この事業は今年で12回目を迎える。事のきっかけは、

2003年に当時の国際ロータリー会長のビチャイ・ラタクル

氏（タイ、バンコク、トンブリ・ロータリー・クラブのチャーター・

メンバーで、タイ国の外務大臣、副首相を歴任）とバンコ

クスリウォンロータリークラブ（以下スリウォン）のメンバー

が駿東郡長泉町にある米山梅吉記念館を訪問し、その

際に東レ研修センターで行われていた静岡第2分区のIM

（インターシティー・ミーティング）を訪れたことだ。そこでタ

イ国への放置自転車贈呈事業の話があがった。

　タイ国内の中・高等学校数は約 13,500 校あり、これらの

学校に通う生徒数は約400 万人にのぼるが、多くの学生

は炎天下、遠距離の徒歩通学の状況にあった。このよう

な過酷な通学環境を少しでも緩和するため、通学の手助

けとなる支援として、スリウォンは日本の放置自転車をタ

イ国内の学校に贈呈し、遠距離通学をしている学生に対
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　２．タイ放置自転車

　３．大槌町への寄付

③ハンドベルの件

　

第５回理事役員会報告

2014年度　タイ放置自転車贈呈式典をおえて

                               国際奉仕委員長　山口雅弘君

　11月24日にチェンマイにて今年度の、放置自転車贈呈

式典が行われました。前日には藤井総領事のお心遣いに

より総領事館にもお招きいただきました。

　式典はせせらぎ三島、河口湖、スリウォン、チェンマイノ

ースの合同で多くのロータリアンや関係者、現地の子供た

ちと慎ましやかにとり行われました。せせらぎ三島17名、河

口湖10名と日本から多くの参加者やクラブのご理解とご

協力より通算12回目を無事終了いたしました。現地の自

転車贈呈式典の責任者の方から、チェンマイ空港で貴重

なお話しを伺うことが出来ました。贈られてきた自転車は

チェンマイとチェンライに交互に贈呈されこども達に非常

に役立っている。日本の大震災から2000台減っている。日

本の状況を理解し、その中でも支援を頂いていることに深

く感謝しておられました。今後の継続を是非にと強く要望

されておりました。チェンマイではパーツごとにバラバラに

なった自転車を子供たち自らが心を込めて組み立て利

用していました。多くの支援を待っている子供たちがいる

事を改めて知ることが出来ました。

し学校を通じて貸し出す活動を始めていた。せせらぎ三

島では、その事業への協力・支援ができないかとの思い

から、IMの1か月後には5人のメンバーがスリウォンを訪問

し事業について見識を深め、同年10月には第1回目の贈

呈を実施した。以降せせらぎ三島では毎年約450台を、今

年の自転車贈呈式（同クラブでは12回目、事業全体では

103回目）で累計5,400台（事業全体での累計46,000台余）

の自転車をタイ国に寄贈している。

　タイ国の経済発展は目覚ましく生活レベルも向上し、せ

せらぎ三島でも時代の変革に併せ今すべきこと・出来るこ

とを改めて思索する時期を迎えている。しかし、現地では「ま

だまだ自転車が足りない」との声も聞かれる。せせらぎ三

島の会員達は「この自転車が子供たちの足となり生活環

境の改善に、ひいてはタイ国の地域社会の発展の一助と

なり、日本とタイ国の友好が末永く続くことを願う」との思い

だ。

●バンコクスリウォンロータリークラブについて

　　クラブ名：バンコクスリウォンロータリークラブ

　　会員数：約20名

特　徴：タイ国で唯一、日本語で例会が運営されるロータ

リークラブ。メンバーは在タイ日本人と日本語を話すタイ

人で構成され、タイ地方都市へリサイクル自転車、図書、

浄水器の贈呈事業を行う。

　　HP    ：http://suriwongrc.blogspot.jp/



次 回 例 会

３月13日（土）（12日の振替）

植林事業

ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

会員誕生日 ４月２日　　山本良一君

４月29日　　石井邦夫君

４月６日　　大房正治君

４月16日　　小林　勝君

４月20日　　岡　良森君

４月30日　　土屋　巧君

入会記念日
�     

平成22年�５ 月�21 日�金曜日�19時

30分�より�

ブケ東海三島�     

           

出席者� 西原次期会長� 内田次期幹事� 中村� 

太田� 　　　　小林�  山梨� 渡辺� 矢岸� 

土屋� 石井邦　　　　山田�

欠席者� 宮沢�        

司会者� 内田次期幹事�   記録者� 山田�  

           

①次年度予算案の件�     

　会員数３６名含め次年度予算了承されました

　収入特別会計６０万了承されました

　支出週報ホームページビルダー予算了承されました�          

②次年度プログラム案の件�     

　了承されました�          

③地域開発･植林事業の件�     

　三島市箱根の里斉藤所長に話しをしたところ植林

　場所が無いとのことで一時保留�          

④新会員フォーローの件�     

　パスト会長様に協力いただき受け付けに参加いた

　だくこと決まりました�          

　出席率向上に向けた話がありました�          

           

 例会中の煙草５分程度の時間を設けること・・・

　携帯電話のマナーモードの推薦の話しが決まりま

　した

前年度開催理事役員会報告

クラブ協議会

平成２６年３月７日�金曜日�  ブケ東海三島     

           

出席者�  山本良一　矢岸貞夫　太田政人　宮澤正昭　

　　　　　　 山田定男　杉山　隆　加藤正幸　土屋巧

　　　　　　石井和郎　米山晴敏　　

           

①２５周年の件�    

　　委員会ごと会合、例会の中でできるだけ開催

②２５周年歩みの案内を打ち合わせていく� 

� 

第１０回理事役員会報告

◎ 結 び に 、 せ せ ら ぎ 三 島

ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの益々のご発展と皆様

方の御活躍を心よりご祈念申し上げま

す。

地区大会に参加して　　　　　　　　　　　　　鈴木政則君

　１１月１６日グランドホテル浜松にて盛大に地区大会が

開催されました。

　私は中村先生の代理としてクラブ研修リーダーの会議

に参加させて頂きました。積パストガバナーが座長となり、

クラブ研修リーダーの立場について講話をして下さいま

した。

　副会長がクラブ研修リーダーの委員長となり、若いロ

ータリーアンを指導育成して地区の役員に推薦してほ

しいとのことでした。

委員長　山田定男君職業奉仕委員会

石井司人君：6人目の孫が産まれました。ちなみに男女の

割合は３対３です。

岡　良森君：２週お休み失礼しました。山口さんとの東海

岸珍道中！若干のトラブルもありましたが最高に楽しい旅

でした。

兵藤弘昭君：本日、車を洗車した時プリペイドカードの残

高がなくなり洗車機が動かずにおりました。後ろの洗車待

ちの方に申し訳なく思っておりましたら笑顔で対応してい

ただきました。その方は鈴木政則さんでした。人間の器の

大きさがわかりました。

遠藤修弘君：今日卓話をさせていただきます。30分もつか

な？しばらくの時間お付き合いください。よろしくお願いし

ます。

スマイルボックス

鈴木真知子君：地区大会出席させて頂きありがとうござい

ました。

兼子悦三君：11月25日のチェンマイ中古自動車贈呈式

に無事行って来ました。全員無事で帰国できました。ご苦

労様でした。

土屋　巧君：タイ自転車贈呈式に行ってまいりました。向こ

うではずっと天気も良く、旅行としても大変充実しておりまし

た。矢岸会長、山口雅弘さん、小林さん、兵藤さん、皆さ

ん大変お世話になりました。ありがとうございます。

小林　勝君：タイ自転車贈呈式行って来ました。参加した

皆様、ご苦労様でした。

澤田　稔君：矢岸会長・山口国際委員長、その他参加の

皆様のおかげで藤井総領事・副知事参加のもとに自転車

贈呈式が立派に開催され、まことにおめでとうございます。

久保栄子君：久し振りのロータリー、ドキドキします。他の

事でドキドキしたいなー！

田中錦城君：ほほ笑みの国から無事帰国しました。貴重

な経験出来ました。

服部光弥君：本日14：00から大房正治市議会議員の一般

質問があります。お時間のある方はぜひとも傍聴に行きま

しょう。

スマイルボックス

2014年11月、ニューヨークの国連本部で、69年間にお

よぶロータリーと国連のパートナーシップを記念する「ロ

ータリーデー」の特別行事が行われました。両団体は、

世界平和を目的として、1945年の終戦後に協力を開始。

その後もパートナーシップを拡大し、今日、性差別、母

子の健康、疾病予防と治療などの分野で協力活動を

行っています。

国連ミレニアム開発目標は、2015年までの目標達成

をめざしています。しかし世界には、極度の貧困（1日

1.25ドル以下の生活）を強いられている人びとが12億

人いるとされます。このため国連は、目標のレベルを引

き上げ、2030年までに極度の貧困問題に取り組むため

の準備を進めていると、ポスト2015年開発アジェンダ

担当のアミナ J. モハメド氏は話します。

「世界には課題に取り組むためのリソースがあるのだか

ら、私たちはその活用方法を確立しなければならない」

とモハメド氏。それだけに、ビジョンを共にする団体が

力強いパートナーシップを築き、極度の貧困問題に取

り組むことの重要性を強調します。また、そのようなパ

ートナーシップの好例として、ロータリーとパートナー団

体によるポリオ撲滅活動に言及しました。

ロータリー側から出席したジョン・ケニー財団管理委員

長は、これを受けて、「私たちは根気強く取り組み、課

題を克服しながら前進を続け、決してあきらない」と、

堅い意志を表明しました。

ユニセフの主要保健顧問であるニーナ・シュワルビー

氏は、ポリオとの闘いで培われた"接触者追跡"（感染

者が接触した人の特定と追跡）のスキルが、昨今のエ

ボラ出血熱への対応をはじめとする「グローバル保健

の進歩のカギを握るモデルである」と述べました。実例

として、ナイジェリアでは、エボラ感染の流行を食い止

める主な手段として、ポリオ撲滅活動で導入された追

跡方法が応用されています。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ


